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　　　高 麗 人 参 の 抗 血 栓 作 用 に つ い て

　　　一Ginsenoside　Rgi の 抗 血 小板作用 と そ の 機序 の 解析一
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目 的 我 々 は す で に人参 サ ボ ＝ ン 中 の ginsenoside 　 Rgi （G − Rgi ）が血 小板凝 集抑制作用を

持 つ こ とを明 らか に した が ， 今回その 作用機序に つ い て さ らに 検討を加え る と ともに in　vivO に

お い て もG − Rg1 が 血小板 凝集抑制作用 を持つ か どうか に つ い て検討する 。

方 法 圭nvitro の 系に お い て platelet 　 rich 　 plasma （PRP ）に G −−Rgl を添加後 ア ラ

キ ドン 酸 （AA ），
　 collagen ，　 thromboxane 　A2 （TXA2 ）誘導体の STA2 に よ り刺激 しG −

Rg
、

の 血小板凝集抑制効果を検 討 した 。 ま た G − Rg1 存在下で の ア ラ キ ド ン 酸代謝 ，　 TXA2 レ セ

プ タ
ー

ア ッ セ イ ， c
− AMP ，　 c

− GMP 量 ， さ らに 蛍光 プ ロ
ーベ を用 い て の 血小板 内カ ル シ ウ ム 濃

度に つ い て検討 した 。 次 は健常人に 高度精製 した G − Rgi （純度98 ％）を空腹時に 50   1回投与し

投与前後 に PRP を調整 して AA ，　 collagen ，　 STA2 に よ る血 小板凝集能を測定 した 。

　結 果 G −−Rg1 の 添加 に よ りAA ，　 collagen ，　STA2 凝集は dose − dependent に 抑制 された 。

G − Rg 風 は 〔
uC

」一
一AA か ら e℃ TX ＆ へ の 代謝 に 影響を与えず ，　TXA ，

レ セ プ タ
ー

へ の ligand

の binding に も影響を 与えなか っ た 。　 しか しim小板 内 カ ル シ ウ ム 濃度は G　Rgi の 添加 に よ り抑制

され る傾向が み ら れ た 。

　 ま た 血 小板凝集抑制 に は た ら くc
− AMP ，　c

− GMP に つ い て は G −Rgl は 影響を与え な か っ た 。

麟 人へ の G −Rgi の 軸 股 与 に よ り， 投与 3 時間後 に AA ・・ 。ll・ g・ n ・STA ・
・は る血小板鹸

が有意 に 抑制 され た 。

　老 察 G − Rg1 は TXA2 を介する 凝集を TXA2 が レ セ プ タ
・一

に結合 して か ら後 の ス テ ッ プ で 阻

害 し て い る と 考え られ ， 細胞 内 カ ル シ ウ ム 濃度の 低 下もそ の
一

つ の 原因 と思われた。ま た in

vivo に お い て もG − Rg1 は ヒ ト血 小板凝集を抑制す る こ とが 明 らか に され た 。

　結 論 G − Rg1 の 血小板凝集抑制 の 機序に つ い て ，　 TXA2 レ セ プ タ
ー

以後に お い て TXA2 の 作

用を抑制 し て い る こ とが明らか とな り， 細胞内 カ ル シ ウ ム濃度 の 低下 もそ の
一

つ の 原因 と思われ た 。

ま た ，G ．−Rg1 は in　vivo に お い て も血 小板 凝集抑制作用 を持つ こ と が明 らか に され た 。
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